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ドラクロワ『アルジェの女たち』における美学と政治学

Aesthetic and Politics in Eugene Delacroix's“Women of Algiers in Their Apartment" 

吉田典子 N oriko Yoshida 

概要

『アルジェの女たち』は、1832年にドラクロワがモロッ

コ親善使節団の随員として経験した北アフリカ旅行に

想を得た作品である。従来のモダ、ニズム中心的な美術

史の文脈において、この絵はとりわけ、その絵画表現

上の革新性において評価され、印象派以降の近代絵

画の先駆的存在として高い価値を与えられているが、

その社会的・政治的意味については看過されている。

しかしこの作品は、オリエントの女性表象に関するジ

エンダーの観点はもとより、当時のコロニアリズムとの関

わりにおいて、批判的に再考する必要がある。1830年、

フランスは初めてアルジェを占領するが、それはその後

132年間にわたる長いアルジェリア支配の発端を告げ

る事件で、あったo 1834年のサロンに展示されたアルジ

ェのハーレムの女たちの姿は、フランスが支配すべきア

ルジエリアのイメージに重なったはずで、ある。その意味

で注目すべきは、絵の中の女性たちの無為と受動性で

あり、その装飾的機能である。そこには豪者で官能的

ではあるが、怠惰で時の流れから取り残されたようなオ

リエントのイメージが作り上げられている。

確かに『アノレジェの女たち』をはじめとするドラクロワの

オリエンタリズム絵画は、19世紀のヨーロッパ白人男性

の大部分が共有する男性中心主義・植民地主義を免

れてはいなし ¥0しかしドラクロワは「他者」をただ客観的

に描くのではなく、審美的次元で対象に全面的に参入

し、 そこに狂気やダンディズム、倦怠やメランコリーなど、

自身の内面に呼応するような情念を投影することによっ

て、「ピクチャレスク」の陥穿に陥ることなしに、普遍性を

獲得していると考えられる。

キーワード:視覚文化、テクスト文化、ドラクロワ、オリエ

ンタリズム、植民地主義、女性表象
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Abstract 

Delacroix's painting， "Women of Algiers"， was 

inspired by the artist's trip to North A企icawhere 

he served as a French Government delegate to the 

Sultan of Morocco in 1832. Scholars of Modernist 

art appreciate this painting for its technical 

innovation and consider it a precursor of 

Impressionism and Modernist painting in general. 

However， the social and political aspects of this 

work have often been overlooked. 

A critical reassessment of this work should take 

into account the influences of both gender and 

colonialism. First exhibited at the Salon of 1834， 

Delacroix's depiction of women in an Algerian 

harem clearly represents an Algeria destined to be 

subordinated. The voluptuous female figures in the 

painting serve both an ornamental and ideological 

function. Delacroix's harem women are sensual， 

luxurious figures. At the same time they are also 

portrayed as idle， passive and corrupt. The images 

of jaded， Oriental beauty in Delacroix's work reflect 

colonial attitudes of the day. 

It's clear that Delacroix's Orientalist painting 

reflects the dominant sexist and colonial value 

system shared by most nineteenth century white 

European men. N evertheless， on an aesthetic level， 

the artist does not merely objectify his subjects. He 

projects his own sense of ennui and melancholy 

onto his subjects， giving his works a more universal 

significance. 

Keywords: T-ぅ:sual Culture， Text Culture， 

Delacroix， Orilθ'ntalism， Colonialism， Fi.θ'mlnlne 

Rθpr，θSθntation 
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はじめに

ウージェーヌ・ドラクロワ(1798-1863)の『アルジェの

女たちj(1834)(図1)は、 1832年に画家が約半年問、モ

ロッコ親善使節団の随行員(記録係)として経験した北

アフリカ旅行に想を得た作品である。この絵は画家の

代表作のひとつとして、またオリエンタリズム絵画の名

品として、さらにはその鮮やかな色彩表現と光の効果

によって、印象派以降の近代絵画への道を切り開いた

先駆的な作品として、よく知られている。

本稿の目的はまず、一般に純粋な「芸術性」におい

て評価される傾向にある『アルジェの女たち』を、当時

の歴史的な文脈に置き直し、同時代のフランス植民地

主義との関係を考察することである。さらに、ドラクロワ

自身の異文化体験はし、かなるもので、あったかを書簡や

日記等を通して確認する作業を踏まえて、この画家の

オリエンタリズム絵画の特質について検討し、そこにお

ける政治性と芸術性の交錯について考えていきたいと

思う

1. Wアルジェの女たち』の位置

1.1.ドラクロワの生涯と作品における『アルジェの女

たち』

まず簡単に、ドラクロワの生涯と作品における『アル

ジェの女たち』の位置を確認しておきたい。1798年、政

府の高官シヤノレノレ・ドラクロワ夫妻の第4子として生まれ

たウージェーヌ・ドラクロワ(実父は高名な政治家タレイ

ランであるとしづ説が有力)は、早くに両親を失い、画家

として身を立てることを決意して、 1815年、新古典主義

の画家ヒoエーノレ=ナルシス・ゲランのアトリエに入札翌

年にはエコール・デ・ボ、ザーノレ(国立美術学校)にも入

学する。彼が受けた教育は、当時支配的で、あった新古

典主義の理念に基づくもので、古代史や神話からの高

尚な主題の選択と、石膏像や裸体モデルによる精微な

デ、ッサンを基礎とするもので、あったO しかしドラクロワは、

色彩豊かなヴェネチア派のティツィアーノやヴエロネー

ゼ、バロックの巨匠ノレ一ペンスなどの絵画表現に引か

れ、ルーヴルで、しばしば模写をおこなった。ゲランのア

トリエでの兄弟子に当たるジェリコーの『メデ、ューズ号の

筏j(1819)に深い感銘を受け、当時のヨーロッパを席巻

しつつあったロマン主義の洗礼を受けて、 1822年、『ダ

ンテの小舟j(図2)で、サロン(官展Hこデ、ビューする。

1820年代のドラクロワは、フランス絵画におけるロマ

ン主義運動の旗手として、一方では、ダンテ、バイロン、

ウォルター・スコット、シェークスピアなど外国文学から

52 

の主題、もう一方ではギリシア独立戦争((1821-1832)や

フランスの七月革命(1830)などの時事的主題をとりあげ、

古典主義の制約に縛られず、当時の文学や社会と密

接な関連を持った制作活動を活発におこなってしく。

前者の例としては、ダンテの『神曲j(地獄篇第8歌)に

想を得たサロンのデビュー作と、パイロンの戯曲に基づ

く『サルダ、ナパロスの死j(1827)(図3)、後者の例として

は、 1822年、トノレコに隣接する小さな島キオス島で、数

千人の島民(ギリシア人)がトルコ軍の侵攻で、犠牲にな

った事件を扱った『キオス島の虐殺j(l824)(図4)と、有

名な『民衆を導く「自由Jj(1830) (図5)を挙げておけば

十分であろう。画家はこれらの作品において、人間の

感情や情念を劇的に演出された形で描き出し、またそ

のために情熱的な「色彩」を武器としたのだった。

1832年の北アフリカ旅行は、ドラクロワにとって大き

な転機となる。彼は1832年1月から約半年問、外交官

シャルル・ド・モルネー伯爵のモロッコ親善使節団の随

員(記録係)として、モロッコのスノレタン訪問に同行するo

モロツコのタンジールとメクネスで、の約4ヶ月の滞在に加

えて、スペインのアンダルシア地方とアルジェリアにも

立ち寄ったO 東方の強烈な光と鮮やかな色彩は、画家

lこ5齢、印象を与えたと言われる。ド、ラクロワがこの旅行

から持ち帰ったスケッチ帳は7冊におよび(うち現存す

るのは4冊)、風景や建物、人物や衣装・文物等の素描

と手書きの文字によって埋め尽くされている(図6)0 Wア
ルジェの女たちj(1834)は、旅行から帰国したドラクロワ

が、アノレジェで、ハーレムを見学したときの体験をもとに

制作した最初の油絵の大作である。その後の画家は、

残る生涯を通じて、オリエントを題材にした作品に取り

系且んでしてことになる。

モロッコから帰国した画家が着手したもうひとつの大

きな仕事は、フランス政府や教会からの依頼で、さまざ

まな公共建築物の大規模な装飾壁画の制作すること

で、あったO それはブルボ、ン宮「国王の間J(1833-37)から、

同図書室(1838-47)、リュクサンブール宮図書室

(1840-47)、ルーヴノレ宮「アポロンの間J(1850-51)、パリ

市庁舎「平和の間J(1851-54， 1871年に焼失)、サンニ

シュルヒ。ス教会聖天使礼拝堂(1849-61)へと至り、画家

はこれらの制作に膨大なエネルギーを注ぎ込んだ。こ

れらの壁画は、プレスコ画で、はなく、キャンパス地に描

かれた油絵であり、場所の性格上、寓意画や神話画、

宗教画で、あって、フランスや西洋文明の栄光を讃える

ものが多い。そしてドラクロワ自身もその功績を認めら

れ、 1855年のパリ万博美術展においては、アングルと
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並んで特別室を与えられ、フランス絵画の二大巨頭の

一翼を担い、同年にレジオン=ド、ヌーノレ3等勲章を受

勲、 1857年には美術アカデミー会員にも選出された。

以上のように概観すると、北アフリカ旅行、および『ア

ルジェの女たち』は、ドラクロワの生涯と作品において、

ロマン主義運動の推進者として華やかに活躍した1820

年代と、オリエンタリズムと国家の公式注文の画家とし

て栄光への道を歩んだ1830年代以降との転換点に位

置していると見なすことができる。ドラクロワと言えば、

1820年代から1830年の『民衆を導く 「自由JJ]にかけて

の革命的な政治参加と芸術的前衛の印象が強烈であ

るために、国家に恭順の意を表し、異国趣味に埋没し

たかに見える後半の活動はやや精彩を欠いて見える。

そこからたとえば次のような評言も生じてくる。 r ~民衆を

導く 「自由JJ]以降、ドラクロワは時事的な主題からは離

れ、また明確な政治的メッセージを作品に与えることは

なくなる。その芸術は全体として、 1820年代の過激さを

失っていく20J同じ著者はまた、ドラクロワのオリエンタリ

ズム絵画について、次のように書いている。「東洋の主

題はこの時代にはもはや新しいとさえいえず、ドラクロ

ワのこの種の絵画の革新性は、もっぱら後の印象派に

つながる色彩面、技法面に指摘できるのみである30 J 

この評言からは少なくとも二つの疑問を導くことがで

きる。ひとつは、東洋の主題は当時、本当にもう新味の

ないもので、あったのか、そしてもうひとつは、ドラクロワ

のオリエンタリズム絵画は、本当にその色彩と技法にお

いてしか評価できないのか、またそこには政治性はまっ

たく欠如しているのかとしづ問題である。

1.2.オリエンタリズム絵画の歴史からみた『アルジェ

の女たち』

まず最初の問題について、たしかに、オリエントの風

物を文学や芸術に取り入れることは、 18世紀から盛ん
チュノレクリー

におこなわれており、とりわけ当時は「トルコ趣味」が

「中国趣味」と並んで流行していたことはよく知られてい

る4。またいわゆる「オリエンタリズム絵画」の発端となっ

たのが、ナポレオンのエジプト遠征(1798-99)であり、そ

の栄光を讃えた一連の大作 アントワーヌ・グロの

『ヤッファのペスト患者たちを見舞うボ、ナノミノレト(1799年

3月11日)J](1804)や『アブキールの戦い(1799年7月25

日)J](1805)、アントワーヌ=ルイ・ジロデ=トリオゾンの

『カイロの反乱(1799年10月21日)J](1810)、ヒ。エール=

ナルシス・ゲ、ランの『カイロで、の暴動を鎮圧するボ、ナパ

ノレト(1799年10月23日)J](1808)など一ーであると見なす
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のは、ほぼ常識と言っていいだろう。これらの作品は建

物や衣装・武具の細部も写実的に表現され、その色鮮

やかな色彩や明るい光がエキブティシズムを醸し出し

ているが、画家自身が従軍して自分の目で見たもので

はなく、衣装や風物を手に入れたり、他の画家のスケッ

チを参考にしたりして作り上げられた画面でしかない。

ナポレオンのエジプト遠征に引き続いて、東方の主題

を提供したのは、ギリシアの独立戦争((1821-1832)であ

ったが、その代表的作品であるドラクロワ自身の『キオ

ス島の虐殺J](1824)(図4)や『ミソロンギの廃嘘に立つギ

リシアJ](1826)(図7)も、現地に取材したものではない。

19世紀初めのオリエンタリズム絵画は、このように同

時代の歴史に題材を求めた戦争画の流れの中で展開

される一方、オダリスク(ハーレムの美女)や浴女といっ

たエロティックな空想世界をも題材にした。この分野で

代表的な画家は何といってもアング、ルで、あり、『ヴァル

パンソンの浴女J](1808)、『グランド・オダリスクJ](1814)、

『奴隷のいるオダリスクJ](1842)(図8)などは、その後の

ハーレム図像の原型を提供している。古代アッシリアの

最後の王サルダナパロスが、栄華を誇ったニネヴェの

都を敵方に落とされたとき、捕虜となるよりは財宝や寵

姫とともに火に包まれることを選んだとしづドラクロワの

『サルダ、ナパロスの死J](1827)(図3)は、上記の二つの

主題系が交差する地点にあり、一方で、は豪者とエロス、

他方では暴力と死が交錯する想像世界を描き出してい

る点で、典型的な「幻想のオリエント」であると言えよう。

これらの作品が実際には現地に魁くことなく描かれ

たもので、あったのに対し、 1820年代の末から、ロマン主

義世代のオリエンタリストたちは、北アフリカや小アジア

に旅行して、その体験を踏まえた制作を行うようになる。

アレクサンド、ノレニガブリエル・ドゥカン(1803-1860)は、

1828年から1829年にかけていレコのスミルナに滞在し、

その後もギリシアやエジプト、トルコに旅行して、オリエ

ントの人々の日常生活を明暗の効果と共に描く独特の

ジャンルを生み出した。一方、オリエントの壮麗な風景

画で、知られるフ。ロスベール・マリラ(1811-1847)は、 1831

年から1833年にかけて、ギリシア、エジフ。ト、 パレスチナ、

シリアを旅している。また、フランスのアルジェリア遠征

の公式記録画家であるオラース・ヴエノレネ(1789-1863)

は、 1833年にはじめてアルジェリアを訪れたあと、何度

も現地に足を運んでいる。これらロマン主義世代に続く、

写実主義世代のオリエンタリストたち一一ウージェーヌ・

フロマンタン(1820-76)、レオン・ペリー(1827-77)、そし

てジャン=レオン・ジェローム(1824-1904)などになると、
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現地に旅行し取材することは、当然の行為となり、画家

が実地に検分したオリエントの土地や住民、生活等を

題材にした作品が激増する。

このように見てくると、 1832年のドラクロワの北アフリカ

訪問は、当時の画家の現地旅行としてはかなり早い時

期のものである。オリエンタリズム絵画の全盛期がむし

ろ19世紀後半であることを考えれば、『アルジェの女た

ち』は19世紀初めの「幻想のオリエント」から、実際に画

家が現地に取材したオリエントへの転換点にあり、風俗

や衣装の民族誌的に正確な記録や、東方の強烈な光

と鮮明な色彩の探求への道を開いたものとして位置づ

けられる。したがって、この時点で東洋の主題は、もは

や新味を失っていたというよりも、むしろ新しい局面へ

の転換期にあったと言うべきで、あろう。

一方もうひとつの問題、つまり「ドラクロワのこの種の

絵画」の革新性は、後の印象派に通じる色彩と技法に

しかないとする考え方は、 20世紀以降広く流布している

言説に属するように思われる。次はこの言説について

検討してみることにする。

2. Wアルジェの女たち』の芸術的評価

従来の一般的な美術史の文脈において、『アルジェ

の女たち』はとりわけ、その絵画表現上の革新d性によっ

て評価されるのが常で、あった。たとえば高階秀爾は『名

画を見る眼』において、次のようにこの作品を解説する。

「ドラクロワの作品の場合、その東方趣味は、決して単

に、異国的なものへの好奇心や文学趣味だけに支えら

れているのではない。むしろそのような表面的主題より

も、その主題を表現する絵画上の達成の方がはるかに

重要なのである。そして、その表現のためにドラクロワ

が用いた武器は、何よりもまず色彩で、あった50Jこうして

解説は、ドラクロワが画家としての天"主の感覚lこ加えて、

当時の物理学者シュヴノレールの色彩理論を研究して

いたこと、そしてその成果は、 主として補色関係(特に

赤と緑)の巧妙な適用と、後の印象派の筆触分割に似

た技法に代表されることを述べる。いずれも色彩の彩

度を高める手法で、画面に独特の輝きを与える効果を

持っており、ドラクロワは特にモロッコ旅行後に、こうし

た技法を獲得したとされるこうした言説は、上記の例

にとどまらず、およそ『アルジェの女たち』を解説しようと

する美術史家は、反復を余儀なくさせられるものであ

る。

「主題」は「表面的」なものにすぎず、それよりもその

主題を「表現」する「絵画上の達成」の方が、はるかに
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重要であるとする考え方は、絵画を純粋な造形へと還

元してしく典型的なモダ、ニズム美術史観を体現するも

のであるが、ドラクロワの『アルジェの女たち』が、従来こ

うしたモダニズ、ムの文脈において、元祖的な存在であ

ったことは確かで、あるO 新印象主義の画家であり理論

家で、もあるポール・シニャックは、その著作『ドラクロワか

ら新印象主義へ7~においてこの作品の技法を詳しく分

析し、印象派の色彩分割の手法がすでに用いられて

いることを説明しており、またセザンヌは、「私たちは皆、

このドラクロワの作品のなかにいる」と述べて、その「純

粋な色彩そのものの喜び」について語ったこの作品

はこうして、美術史上、 20世紀の自立的絵画への道を

開くものとしての重要な位置づけを与えられることにな

る。

一方『アルジェの女たち』の主題や構図そのものも、

レオン・ペリー、フロマンタンといったオリエンタリストは

もちろんのこと、コロー、ルノワール、さらにはマチスや

ピカソらに受け継がれていき9、モダ、ニズム絵画の正統

を歩んでして 。 ルノワールは、『アルジェの女~(1870) 

(図的や『ハーレム/アノレジエリア風に装ったパリの女

たち~(1872) (図10)において、この主題を取り上げて

いるが、パリの女性をモデ、ノレに使ったアトリエで、の制作

であることをはじめ、前者では女性の衣装の材質感や

色彩の綴密な表現、また後者においては、 3人の女性

による構図、オリエントの室内調度の描写、画面の左上

から入ってくる光線など、ドラクロワの筆使いを学ぼうと

したことは明白である10 一方マチスの1920年代の主題

の中心をなすのが、『赤いキュロットのオダリスク~(1921)

(図11)をはじめとする「オダリスク」のシリーズであるが、

ここにはアングルに始まる同主題の影響はもちろんのこ

と、ドラクロワとの関連も見逃せない。一方ピカソは、

1954年12月から1955年2月にかけて、『アルジェの女た

ち』の15枚のヴァージョン(図12)を制作して、ドラクロワ

の絵画の解体/再構築をおこなっている。このようにし

てドラクロワの『アルジェの女たち』は、後代のアヴァン

=ギャルド、の画家たちの基本的な参照点のひとつとな

り、オリエンタリズム絵画の中で、ももっとも普遍的で、偉大

な芸術作品のひとつと見なされるようになるのである。

このようにモダ、ニズム絵画の歴史観において、ドラク

ロワの『アルジェの女たち』は高い評価を得ているが、こ

の文脈においては、絵画表現の革新性のみが問題に

されていて、社会的・政治的な背景はまったく看過され

ている。しカもいっそう問題を大きくしていると思われる

のは、「自己純粋化」を目指して、色彩・形態・線・筆使
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いとし1った絵画特有の造形要素のみによる「自立的」な

美を追究し、主題の物語性などは排除してして試みで

あるこのモダニズ、ム絵画の流れにおいて、無視されて

いるはずの「主題」が暗黙のうちに反復されているとし、う

事実である。「アルジェの女たち」とし、うのはいったい何

なのか、今一度、その主題自体を問い直す必要がある

のではないだろうか。

3.植民地主義の歴史から見た『アルジェの女たち』

3.1.オリエンタリズムと女性表象

エド、ワード・サイードの『オリエンタリズム11J](1978)以

降、東方を主題とした文学や芸術を、政治的支配や植

民地主義のイデ、オロギーと結び、つけずにいることは不

可能である。しかしドラクロワの『アルジェの女たち』に

ついて言えば、その政治性や社会的意味はまだ十分

に論じられていないように思われる。美術史の領域で、

サイードの提出した問題を正面から受け止めたのは、リ

ンダ・ノックリンの論考「虚構のオリエント12J (1983)である。

彼女はここで、とりわけアカデミズムの大家ジャン=レ

オン・ジエローム(1824-1904)の作品を中心に、オリエン

タリズム絵画が作り出した視覚イメージのイデ、オロギー

性を解読しようとしている。ノックリンは、モロッコ旅行以

前に描かれたドラクロワの作品『サルダ、ナパロスの死』

(図3)に関して、オリエントが画家自身のエロティックな、

またサデ、イスティックな強い欲望を「罰せられることなく

投影できるスクリーンや幻想、の空間」として機能してい

ることを指摘している。そして「ここでのオリエンタリズム

は、西洋の男性が近東に及ぼす力を問題にしているの

ではなく、むしろ同時代のフランスの男性が女性に及

ぼす力をあらわしている」と述べ、コロニアリズムとし1うよ

りも、むしろフェミニズ、ムの観点からの批判を行っている。

ベッドに超然と横たわり、愛妾たちが殺数されるのを冷

酷な眼差しで眺めている古代アッシリアの王サノレダ、ナ

パロスは、ドラクロワの「代理の自我」であり、ここでは

「性的な所有と殺害とがまったくの快楽として結びつけ

られている」。そして古代オリエントとしづ時間的にも空

間的にもはるかに隔てられた舞台設定は、男性による

女性支配の欲望を正当化する口実であるとする13

こうした批判は一般に、オリエントの女性表象全般に

あてはまるものである。しばしば裸体で、あったり、入浴

中で、あったり、化粧の最中で、あったりするハーレムの美

女たちは、彼女たちの支配者である男性とともに描か

れることもあれば、単独ないしは女性ばかりの空間で描

かれることもある。『アルジェの女たち』の場合は後者で、
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あるが、いずれにせよ彼女たちが、異次元の空間で男

性の画家/鑑賞者の視線の悦楽に供される対象物と

なっていることは確かである。

3.2. Wアルジェの女たち』とフランスのアルジェリア侵攻

ところで、ドラクロワの『アルジェの女たち』は、このよう

なフェミニズ、ムの観点はもとより、当時の植民地主義と

の関わりにおいて、とりわけそれが1834年のサロンで展

示された意味について、再考する必要があると思われ

る。この作品はフランスのアルジェリア侵攻と大いに関

わりを持っている。

1830年7月5日、フランスは初めてアルジェを占領す

る。アルジエリアの一帯は16世紀頃からオスマン=トル

コの支配下にあったが、オスマン帝国は政治的には17

世紀末から、経済的にも18世紀頃から、徐々に衰退へ

と向かっていた。1798年のナポレオンのエジプト遠征

は、帝国の一角に侵攻する行為で、あったために、フラ

ンスとオスマン帝国の関係は悪化した。また1820年代

のギリシア独立戦争において、フランスをはじめとする

ヨーロツノミ諸国がギリシアに味方して、西洋キリスト教文

明に対するイスラムの脅威に対抗したことは、すでに述

べたとおりである。1827年の「扇の一打事件14Jをきっか

けに、多くの内憂を抱えていたフランスのシャルル10世

とポリニヤック内閣は、外交の成功で内政を固めようと

の思惑があり、また北アフリカ貿易に多大の関心を持

つ商人の存在もあって、アルジェリアへの軍艦の派遣

を決める。時は1830年、 7月革命の直前である。6月に

ブノレモン将軍率いる3万6千人のフランス軍がアノレジェ

に上陸を開始し、ついに7月5日、アルジェの太守フサ

インは、命の保証と引き換えに降伏文書に調印したの

で、あったO

この事件が重要なのは、これがその後、 1962年によ

うやくアルジエリアが独立を果たすまで¥132年間にわ

たるフランスの長いアルジエリア支配の発端になったか

らである。それはまた、フランスが19世紀後半から20世

紀前半にかけて、アフリカ、インドシナ、南太平洋など

に広大な領土を構築していく「第2期植民地帝国15Jの

始まりをも告げる出来事である。1830年のアルジェ占領

をきっかけに、政体は7月王政に移行してからも、フラン

スは「北アフリカのアラブ人をトノレコ人の聴から解放す

る」としづ「文明化」の口実の下に、アルジェリア征服戦

争を続行する16

ところで、 1832年1月から約6ヶ月にわたるドラクロワ

のモロッコ旅行も、実はこのフランスのアルジエリア侵攻
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と関係している。彼が記録係として随行した、ンャルル・

ド・モルネー伯爵(1803-1878)のモロッコ親善使節団は、

フランス国王ルイ=フィリッフ。が、新しい隣人であるモロ

ツコのスルタン、アブド・アッラフマーン(1778-1859)に

敬意を表し、国境の安全を確保するために派遣したも

ので、あった。ルイ=フィリップ。が使節団の派遣を決めた

のは、 31年の10月である。当初は別の画家ウージェー

ヌ・イザベーが予定されていたが、イザ、ベーが断ったた

め急逮ドラクロワに白羽の矢が立ったのだった。この旅

行の行程やその詳細については、ドラクロワ自身のス

ケッチ帳に書き留められたノートや書簡等により、かな

り克明に再構成することができる17(図13)。一行は3月

22日にスルタンとの会見を果たし、ドラクロワは帰途に

立ち寄ったフランス占領下のアルジェで、ハーレムを見

学する機会を得たのだった。

『アルジェの女たち』は、油絵の大作としては、ドラク

ロワが帰国後最初に制作した作品である。この絵は

1834年のサロンに出品されるが、この頃、フランスによ

るアルジエリア支配はまだまだ、確立していたわけではな

く、特に1832年以降は、有力なアラブ人部族の首領で

あるアブドル=カーディルが、対フランス抵抗運動の
アミーノレ

指導者となり、フランス軍との小競り合いが続くことにな

る。シャルル・ド・モルネー伯爵のモロツコ親善使節団

は、モロツコのスルタンからひとまず友好の保証は取り

付けたものの、その後の政治情勢の変化によって、そ

の効力は怪しくなり、条約は批准されない。国王ルイ=

フィリッフ。は、 1836年にド・ラ・リューを団長とする新たな

親善使節団をふたたび、モロッコに派遣することになる

が、それも前回以上の成果を得るには至らなかった18

アブド、ノレニカーテ、イノレがついに降伏し、フランスがアノレ

ジエリアを支配下に置くのはようやく1847年になってか

らのことである。

1834年当時のこうしたフランスの情勢に身を置いて

みれば、サロンに展示されたアルジェのハーレムの女

たちの姿は、フランスが支配すべきアルジェリアのイメ

ージに重なったと考えるのは、ごく自然なことであろう。

フランスによる植民地の支配と、男性による女性の支配

とのあいだには容易に平行関係がうち立てられ、植民

地=アルジエリアは女性と同一化される。ドラクロワは

すでに、『ミソロンギの廃嘘に立つギリ、ンアJ](1826)(図

7)において、 「ギリシア」を一人の女性の寓意像によっ

て表象していた。ドラクロワがこの絵を描いたのは、ギリ

シア独立戦争さなかのミソロンギが、 1826年4月、 1年に

わたる包囲の後、ついにトルコ軍の手に落ちた後のこと
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である。敗北を予感したギリシア軍は城塞に火を放ち、

そこに保管されていた火薬が爆発して、ギリシア軍、ト

ルコ軍双方に多くの死者が出たとしづ。ドラクロワの絵

においては、中央に立つ女性が両手を広げ、崩れ去っ

た廃嘘を示している。そこには下敷きになった人の片

腕が見え、また血が流れており、多くの犠牲者を想起さ

せる。ロートマンは、この絵には二つの様相があること

を指摘している。ひとつは暗く寸断された相で、あり、風

景や廃境、切断された身体部分によってあらわされる。

もうひとつは色彩と光に満ちた相で、あり、それは半ば胸

をはだけ、白い服を着て、光にあふれたギリシア人女

性によってあらわされている。そして無傷なままの彼女

の身体は、未来の可能性、新しい統一されたギリシア

への希望を垣間見させるのである19

との「ギリシア」像が、 1830年の有名な『民衆を導く

「自 由JJ](図5)の女性像へと通じるものであることは、言

を待たないであろう。足元に広がる廃嘘に対し、中央の

女性が一種の理想的な未来をあらわすとしづ構図も似

通っている。「自由」の女性像は、三色旗によって表象

される「共和国」の理想をも示しており、その後増殖す

るいわゆる「マリアンヌ」像の原型のーっとなっているこ

とはよく知られている。

このように「女性」表象と「国」の結合が、とりわけドラ

クロワにおいて顕著であることが確かな以上、『アルジ

ェの女たち』からアノレジエリアを連想するのはいわば当

然である。しカもここで描かれているのはとりわけ「ハー

レムの女」としづ、支配してもよい、あるいは支配される

のを待ち受けている女性であり、彼女たちは室内の閉

ざされた空間に、よどんだように存在している。そこには

「自由」はないし、未来への希望のようなものもない。た

だけだるく官能的な現在があるだけである。ドラクロワの

絵画とフランスのアルジェリア侵攻の関係は、あまりにも

あからさまであるように思えるがこれまでこのことを正

面から指摘した研究は見あたらない。1999年にパリの

アラブ世界研究所で開催されたドラクロワのモロツコ旅

行に関する展覧会のカタログ20で、も、ドラクロワと植民地

主義の関係はほとんど言及されていなし ¥0

4. Wアルジェの女たち』と植民地主義のイデオロギー

4.1.受動性・官能性・装飾性

このような観点から見れば、『アルジェの女たち』の特

徴として注目すべきことは、女性たちの受動性と官能

性であり、またその装飾的機能であろう。左の女性は足

を横に投げ出して、半ば横たわるようにクッションにもた
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れており、中央の女性はあぐらを組んで頭部を傾げ、

右の女性は片膝だけを立てて、水煙管の管を持ってい

る。3人ともじっと動かず、昼下がりの光線が斜めに差し

込む室内で、半ばまどろんでいるように見える。彼女た

ちの受動性は、右端の部屋を出ていこうとしている黒人

の召使いとの対比によっても生まれる。この絵のなかで

唯一立って、大きく体をひねった動きを見せているのは

この黒人女性であり、それによって他の座った3人の女

性の無為と受動性が強調される結果となる。画面の中

央手前にだらしなく脱ぎ捨てられたスリッパも、召使い

の足の敏捷な動きと対比される。一般にオリエンタリズ

ム絵画において、白い肌のハーレムの女と黒人召使い

(奴隷)の組み合わせは、常套的モチーフである。黒人

女性は白人女性の美しさの引き立て役であり、またレス

ヒ、、アニズ、ムを暗示するとも言われるが21、召使いないし

奴隷の存在は、ハーレムの女性の隷属的地位を、換日食

的にあらわす役割も果たしているのではないだろうか。

女性たちの受動性と並んで、強調しておく必要があ

るのは、その装飾的機能である。この絵については、し

ばしばタブロー全体が、精巧に織り上げられた一枚の

級訟のようであると評される22 女たちはさまざまな布地

や宝石で飾られ、その衣装は床に敷かれた何枚もの級

訟やクッション、床や壁のタイル模様と連続しており、彼

女たち自身も装飾品であるかのようであり、見られるた

めに存在し、タブローの械訟のなかに織り込まれている

ようである。この絵において空間と人物が一体化してい

ることは、ドラクロワ自身の『アノレジェの女たち』の後の

ヴァージョン(1847-49)(図14)と比較してみれば明白

であり、後者は空間のフ。ロポーションが大きく、その装

飾性も乏しいために、人物は空間からはっきり浮き上が

って見える。それに対して34年の『アノレジェの女たち』

は、人物が画面全体の装飾性のなかにとけ込んでおり、

後のマチスの「オダリスク」シリーズに継承される女性と

室内の一体化を実現している(図11参照)。こうした室

内の女性を間近に描くことは、画家/鑑賞者と対象と

のあいだに親密な感覚を呼び起こし、その所有の感覚

をいっそう高める効果を持っていると言えよう23

4.2.現実の変更

『アルジェの女たち』は、それまでの「幻想のオリエン

ト」とは異なり、画家の実際の体験に基づくものである。

そして室内の調度や人物の衣装など風俗的な描写は、

現実に即したきわめて正確なものであり、「現代の民族

学博物館が、当時の衣装の例証として利用したとして
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もおかしくないほど十分に細部が正確24Jであると評さ

れるが、果たしてドラクロワは、現実に見たままを描いた

のだろうか。

ドラクロワがアルジェに滞在したのは、 6月25日から

28日までの4日間であるが、このあいだに彼は、港湾技

師ポワレルの紹介で、フランスの行政機関と関係のあ

ったある北アフリカ人のハーレムを見学するという、願

つでもない機会に恵まれた。画家はこのとき、最終的な

タブローとかなり似通ったポーズをしたムーア人女性た

ち (Mounay ben SultaneとMounay et Zorba ben 

Sultane)のデ、ッサン(図15，16)を残しており、また部屋

の様子を描いたテ、ッサンも描いている。また女性の衣

装や装飾品はパリに持ち帰ってモデ、ルに着せている。

しかし最終的なタブローは、現地で、のデ、ッサンを材料と

して、いくつもの下絵を積み重ねながら、ひとつの完成

した構図にまとめあげたものに他ならない。たとえば左

端の女は、帰国後パリで、親しい関係にあったエリザ・ブ

ーランジェをあらためてモテ、ルとして描いたものと言わ

れる。高階秀爾は次のように描いている。「アルジェで、

彼がハーレムをひそかに覗いたとき、 3人の女たちがこ

のような格好をしていたとしづのではない。[....一]だが、

いろいろな材料をもととして自己固有の世界を倉Ijり上げ

るのは、画家の当然の特権である。そしてそのようにし

て倉切上げられた世界は、しばしば実際の現実以上に

力強い迫力を持っている250 J 

現実を素材にして固有の世界を構築することが画家

の当然の営為であるとしても、この絵に関してドラクロワ

が現実をどのように変更しているのかという点について

は、ひとつの興味深い証拠がある。それは画家の友人

シャルノレ・クルノーが、ドラクロワから話を聞いた思い出

を記述している次のような文章である。

いくつかの薄暗い廊下を通った後で、彼女たちに

あてがわれた部分に入ってしてと、強烈な光と、絹

や黄金が積み重なったなかに突然現れる女たち

ゃ子供たちのみずみずしい顔に、本当に目がくら

んでしまう。それは一人の画家にとって、魅惑と不

可思議な幸福の瞬間である。[....一]ドラクロワは

目の前の光景に陶酔したかのようだった。[......] 

ときどきドラクロワは、こんなふうに叫んでいた。「な

んて美しいんだ!まるでホメロスの時代のようだ!

婦人部屋の女は、子供の世話をしたり、毛糸を紡

いだり、見事な布に刺繍したりしている。それはま

さに私が考えているような女だ。J26 
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これは直接の証言ではないため、完全に事実である

とは言い切れないが、ド、ラクロワが実際に訪れたハーレ

ムには、女たちばかりでなく子供たちもいて、女たちは

子供の世話をしたり手仕事をしたりとし1った日常の労働

に従事していたとし、うのは十分に考えられることである。

しかるに絵画に描かれた「アノレジェの女たち」は、そうし

た仕事は何もしていなし、。ただぼんやりとして、物憂げ

で、手は所在なくだらりと下がっており、右の女性が水

煙管の管を手にしているにすぎない。その水煙管の煙

からは、阿片の匂いすら漂ってくるようだ。

リンダ・ノックリンは前述の論考「虚構のオリエント」に

おいて、オリエンタリズムの視覚イメージのイデオロギー

性について、ジエロームの『蛇使いJ](1860年代)を中心

的に取り上げながら、その細密なレアリズム表現にもか

かわらず感じられるいくつかの「不在」について論じて

いる。その中で、「歴史や時間的変化の不在JI西洋人

の不在」とならんで、「労働や産業の情景の不在」が挙

げられているカ~ 27、これらの特徴は、まさにドラクロワの

絵画にも当てはまるものである。ドラクロワは先の引用

文において、「まるで、ホメロスの時代のようだ」としづ言

葉を発していた。これは後述するように、ドラクロワがオ

リエント世界に偉大なローマの伝統の継承を見いだし

たとしづ文脈で理解すべき表現であろうが、ここではひ

とまず時間的な停滞、時が止まったままの永遠不動の

世界をあらわしていると解釈できる。労働や産業の情

景の不在は、怠惰で退廃的で、勤勉を知らないオリエ

ントのイメージを想起させる。そしてこれらが、 一方では、

豪者で神秘的で官能的なオリエント幻想、を掻き立てな

がら、他方では、太古の昔から進歩がなく、怠惰で野

蛮な心d性を持ったイスラムの人々を教育し、文明の恩

恵に与らせねばならないとしづ植民地支配の大義名分、

すなわち「文明化の使命」論を推進させるのに力があっ

たことは、ノックリンが述べている通りである。オリエント

世界が豪著で豊鏡で、絹や財宝にあふれでいればい

るほど、所有への欲望は高まり、またその世界が怠惰

で退廃的であればあるほど、所有の欲望は正当化され

るのである。

ドラクロワの『アルジェの女たち』もやはり 「幻想のオリ

エント」であり、現実に取材しながらも、画家自身の強

烈な想像力によって作られた東方世界のイメージで、あ

る。それはドラクロワ自身にとって好ましい幻想で、あった

と同様、当時のフランスにとっても好ましい幻想で、あっ

たように思われる。この作品は1834年のサロンで、国王
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ルイ=フィリップ。によって買い上げられ、 1855年のパリ

万博の美術展でも展示され、また1864年の死後回顧

展にも出展されて、その価値を評価される28 ここには

その芸術的価値もさることながら、植民地主義をますま

す拡張させていたフランスにとっての政治的価値があ

ったことは無視で、きないであろう。

同様のことは、ドラクロワがモロッコ旅行以降に描い

た他のオリエンタリズム絵画についても言える。帰国後、

画家は北アフリカを主題にして、約80枚のタブローを制

作したほか、数え切れないほどのデッサン、水彩、パス

テルなどを残している。『アルジェの女たち』の他に代

表的なものとしては、『モロッコのユダヤ人の結婚式』

(1837-41) (図 17)、『タンジールの痘筆信徒たち』

(1837-38， 1856-57) (図18，19)、『近衛兵と重臣に固ま

れてメクネスの宮殿を出るモロッコのスルタン、アブド・

アッラフマーンJ](以下『モロッコのスルタン』と省略)

(1845， 1862) (図20)などを挙げることができよう。

これらの絵画を概観すると、先に述べたノックリンの

指摘はほぼ当てはまる。いずれも、いつの時代と特定

できるようなものはなく、歴史性は不在であるし、西洋

人の存在もない。この点で興味深いのは『モロツコのス

ルタン』で、あり、当初の下絵ではドラクロワは、シャル

ノレ・ド・モルネー伯爵の親善使節団とモロツコのスルタ

ンの会見の様子を再現すべく、右側にモルネー伯爵の

姿を描き入れていたのであるが、 最終的なタブローに

する段階では、騎乗のスルタンを中心にその重臣たち

と配下の兵士たちだけを描き出すことにしたのだ、ったO

また、労働や産業の情景もほとんどなく、むしろ『モロツ

コのユダヤ人の結婚式J](図17)や『チェスをするモロッ

コ人たちJ](1848以前)、『アラブ人の喜劇役者と道化役

者J](1848)など遊びゃ娯楽の場面が多く、また『メクネス

の警備隊詰め所J](1845)(図21)のように、二人の警備

兵がくやっすりと眠りこけている様子を描いたものもあるし、

『メクネスの通りJ](1832)のように何をするともなく道端に

座り込む人々の姿もある。もうひとつドラクロワに特徴的

なのは、その反対の激しく荒々しい画面で、馬に乗っ

たモロッコ人やアラフ、人兵士たちの戦いや軍事演習

(図22)、「ファンタジア」と呼ばれる馬上から鉄砲を撃

つ騎馬芸を描いた作品群である29 コロニアリズムの文

脈で言えば、前者は無為や怠惰の表象であり、後者は

野蛮さや好戦的な性格を表すと言えるだろう。さらに

『タンジールの痘筆信徒たちJ](図18，19)のような作品

は、イスラム教の神秘主義で、あるスーフィ教徒たちが、

手足を激しく痘筆させて枕惚とした踊りを踊りながら、
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町を練り歩く様を描いており、西洋の理性に対するイス

ラムの不合理、そのあやしげな神秘性、不可解性を表

すと読むことも可能である。

『アルジェの女たち』をはじめとするドラクロワのオリエ

ンタリズム絵画は、このように、画家が意識的で、あった

か否かはともかくとして、フランスの植民地主義のイデ

オロギーにとって好都合なもので、あったのは確かであ

る。そしてドラクロワ自身も、比較的身分の高い西洋の

白人男性として、北アフリカを見る眼差しにそのような

支配者側のイデオロギーが内包されていなかったとは

言い切れないだろう。

5.ドラクロワの異文化体験

視覚イメージのイデオロギー性を問題にすることと、

その芸術的価値とは無関係であるとして、両者を切り離

して考えることは容易である。それに従えば、たとえば

『アルジェの女たち』はイデ、オロギー的には植民地主義

であるが、モダ、ニズ、ム芸術観から言えば、非常に高い

先駆的価値を持った作品で、あるということになる。しか

しモダ、ニズ、ム芸術論もひとつのイデ、オロギーで、あるとす

れば、作品の「芸術性」をそうしたひとつの尺度だけで、

測ることにも問題は残るだろう。我々 としては、もう一度

ドラクロワ自身の創造行為に立ち戻り、ドラクロワにとっ

てオリエントとは何で、あったのかを検討することで、芸

術家にとって異文化の表象、他者の表象が持つ意味

を考え、また西洋近代の芸術と異文化との関係の一端

を考察してみたいと思う。

ドラクロワが若い頃からあこがれていた異国の地を踏

んだのは、 34歳のときである。ドラクロワ自身は、自らの

北アフリカ体験をどのように語っているのだろうか。彼は

実際に異文化をどのように見たのか、それを絵画作品

にどのように転化したのかを検討してみよう。彼が北ア

フリカから友人たちに送った書簡等を見ると、画家の関

心は、政治的問題を捨象して、純粋に美的なものに向

かっていたようである。彼は2月にタンジーノレから次のよ

うに書いている。

ここはまったく画家のための場所で、すO 経済学者

やサン=シモン主義者は、人間の権利や法の前で

の平等に関して批判する点が多々あるカも知れま

せんが、とにかくここには美があふれでいます30

通りの角ごとにタブローの題材があります。ここに
ブールヴアール

は大通りやオペラ座やそれに類するものは一切
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ないのは確かです。当地のヴィヴィエンヌ通り[パリ

のパレ=ロワイヤノレ近くの商庖街]は、ビセットノレ[パリの精

神病院]の狂人の独房に似た小屋の堆積でしかあり

ません。それぞれのなかには、シャルトル会修道

士のようなフードっきマントをまとった重々しいム

ーア人が、丸くなりうずくまって座っており、周囲に

は酸っぱくなった脂や半年も経ったバターがあっ

て、それを彼らは客に小売りしているのです。こう

したものすべてには、竜誕香の匂しも安息香の匂

いもありません。しかし私は感覚の喜びのためにこ

こに来たのではありませんし、美に対する純粋な

愛は、多くの不都合を大目に見させてくれます31

ドラクロワの美的関心は、とりわけ視覚的なものであり、

それは他の諸感覚を犠牲にし、多くの不都合を忍んで

も、追求される価値があるものだ、ったO

タンジーノレから奥地へ入札スルタンの居城のあるメ

クネスに来ると、さらにアフリカは画家にとって未知の国

となり、現地の人々はフランス使節団に対して敵意をあ

らわにしてくる。ドラクロワは皮肉に満ちた逆説表現を

用いながら、次のように書いている。「今やアフリカのま

っただ中にいます。われわれの当地への入場はきわめ

て珍しい出来事で、生涯にただ一度きりの経験である

ことを心から願うような喜びです320 Jメクネスに入る前か

ら、すでに一行は道中の武装した部族から、「祝砲」の

一斉射撃を浴び続けていたが、首都メクネスでは大音

響の楽団に先導され、顔をかすめそうな騎兵隊の砲弾

を浴び、無秩序に騒ぎ立てる群衆に取り囲まれた。ドラ

クロワの逆説表現は続く。「首吊り台へと送られる不幸

な人間の拷問にも似たこの勝利は、朝から午後4時ま

で続きました。」しかしこのような「憤激」の最中にあって

も、画家はこの町の「あし 1かわらずムーア様式ながら、

タンジールよりももっと堂々とした非常に興味深い建

物」に注目することを忘れなし例。

メクネスで、はスルタンに謁見するまで、約1週間のあい

だ、 一行は特別に用意された家屋から外に出ることを

禁じられた。3月22日にようやくスルタンとの面会がかな

い、その後は市内を散歩する許可を与えられる。

しかしこの自由とし1うのがどのようなものかお言苦しし

ましょう。何人かの兵士をつけてもらい、支払いは

もちろんこちら持ちなのですが、彼らと一緒に町中

に出たければ出ることができます。すると忌まわし

い群衆(unefoule execrable)に取り固まれ、連中に
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とってはキリスト教徒の服装と顔は唾棄すべきもの

で、あって、考えられるかぎりの罵晋雑言を鼻先に

浴びせてきますが、幸いにもこちらには理解できま

せん。このごろっきども(cettecanaille)の好奇心に

敢然と立ち向かうためには、自分の好奇心を根こ

そぎ動員する必要があります。絵画的なもの(ピト

レスク)がここにはあふれでいます(Lepittoresque 

y abonde)。一歩歩くごとに、 20世代もの画家たち

の財産と栄光となるようなすっかり完成されたタブ

ローがあります。まるで、ローマかアテネにいるよう

で、ただ典雅さだけが欠けています。しかしマント

やトーガ[古代ローマの長衣]や古典古代を思わ

せるさまざまな出来事があります。何スーかで靴の

甲を修繕しているいんちき野郎(ungredin)は、ブ

ルータスやカトンの服装と体つきをしています34

この文章においては、 「忌まわしい群衆Jrごろつきど

も」としりた言葉に表れるような、他者との道徳的・精神

的な隔たりの感覚と、それを補ってあまりあるような「ピト

レスク」の過剰とが、鮮やかな対比を示している。 図 6~こ

掲載したドラクロワのスケッチ帳の一部は、 4月1日の日

付であり、ちょうどこの手紙の前日に描かれたものであ

る。ここでは、この手紙で語られた状況の中でまさしくド

ラクロワが目にしたメクネスの人々の様子や建物などが、

スケッチされているのを見ることができる。そして重要な

ことは、よく知られていることであるが、ドラクロワは北ア

フリカにおいて、ギリシア・ローマの「古典古代」が現代

に息づいている様を見いだしたとし、うことである。

この考えは旅行中に執筆されたさまざまの文章に表

明されているのを見いだすことができる。彼は「ローマ

人たちゃギリシア人たちが、私の家の門口にいる」と書

き、ダ、ヴィッド、をはじめとする新古典主義者たちは、古

代彫刻の表面的な模倣をおこなっているに過ぎず、偽

りの古代しか知らないことを非難する。生きた古代は北

アフリカの地にある。そして画家を志す者はローマに行

くよりも、 「パノレバリア[アフリカ北部地域の古名]Jに来

るべきだと忠告する。「ローマはもはやローマにはない」

のだ35

リンダ・ノックリンは「ドラクロワとピクチャレスクの関係

は、 19世紀のオリエンタリズム絵画の限界と性質を理解

する中心となる」と述べ、画家のモロツコ体験について、

次のように書いている。

彼は、モロツコの人々を古代ローマの元老院と比
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較して、モロッコの生活のあらゆる側面を熱に浮か

されたかのようにノートに記録している。しかしなが

らドラクロワは、「彼ら」と「自分たち」との間のどこで

線を引くかを心得ていた。ドラクロワにとってモロッコ

は、必然的にヒOクチャレスクだったので、ある。彼は、

その視覚的な美しさ 現地人の堂々とした自然

な態度を含めて を尊重する一方で、道徳性に

ついて嘆き、両者を明らかに区別している36

確かにドラクロワは現地の人々に対して道徳的・心

理的な違和感を覚えている。しかしノックリンの言うよう

に「ドラクロワにとってモロッコは必然的にピクチャレス

ク」であり、画家は彼らを明らかに「他者」としか見てい

ないのであろうか。ノックリンによれば「ピクチャレスク」

の機能とは、消えゆく伝統的な慣習や生活様式を保

存する美的な形式であると同時に、 「ピクチャレスクに

よって一定の枠組みの中に閉じこめられ、限定された

人々が、ヒOクチャレスクな作品を創造し消費する人々

とは救いがたく異なり、より遅れをとっており、文化的に

劣っていることを確証すること」である37 このように理

解された「ピクチャレスク」は、ジェロームのような画家

の客観的で写真的な眼差しにこそ、ふさわしい概念で

あろう38

しかしドラクロワの絵画は、そのような客観性とは一

線を画しているように思われる。ノックリンの記述に問題

があると思われるのは、ひとつには用語の混乱である。

ドラクロワは確かに「ピトレスクがここにはあふれでいる

(le pittoresque abonde ici) Jと書いている。しかし彼はま

ったく同じように、「ここには美があふれでしも(lebeau y 

abonde)Jとも書くのである。「美が通りをJ駆けめく守ってい

る(lebeau court les rues) Jとしち表現も見られる。ドラク

ロワにとって、「ピトレスク」と「美」は同義であり、また彼

の言う 「美」とは、新古典主義者たちの均衡のとれた理

想美ではなく、ロマン主義の個性豊かな生きた美のこと

に他ならない。オリエントは明らかに、画家にとって

「美」の経験を広げる役割を果たしたのだ、ったO

ドラクロワは「他者」を客観的に眺めるのではなく、画

家として審美的な次元で対象に全面的に参入し、ロマ

ン主義者としてそこに自身の内面に呼応するような情

念を見いだしている。そして絵筆としづ身体的な媒介に

よってその特異な感覚を表現しようとしているように思

われる。最後にこのことを、実際の作品を通して見てお

きたい。
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6. r他者」への審美的参入

まず取り上げたいのは、『タンジールの痘筆信徒た

ち』である。この絵には、 1837-38年のヴァージョン(図

18)と1856-57年のヴァージョン(図19)がある。すでに

述べたように、この作品はイスラム神秘主義のスープイ

教徒が、トランス状態で激しく手足を痘筆させ、踊り歩く

様を描いている。「ある時期になると彼らは町の外に集

結する。そして祈祷と熱狂的な叫び声によって興奮し、

真の陶酔状態に入る。それから通りに流れ込んで、さま

ざまに手足をねじ曲げ、しばしば危険な行動に身を任

せるのである390 Jドラクロワはタンジールの町で、とある

窓の鎧戸の陰に隠れて、この光景を見たという。彼は、

文明化された西洋社会においてはめったに目にするこ

とのできない凶暴なまでの身体の動きと精神の錯乱に

魅了されたに違いない。稲賀繁美は、テオフィル・ゴー

チエがこの絵について「信じがたい渦巻き」と呼び、「か

つて何人によっても越えられたことのない、その狩猛で

荒々しい筆さばき」と賛嘆した批評を引用しながら、「主

題と等価の強度をもっ奔放な筆さばきで、絵の具その

ものの物質性に表現力を宿らせることにこそ、画家の

眼目があった40Jと指摘している。最初のバージョンで、は、

舞台は市中であり、踊り狂う信徒たちを陣脱する馬に

乗った長老の存在によって、これらの狂気は監視され

た状態にあることが示されている。しかし約20年の隔た

りのある後のバージョンで、は、舞台は町の外となり、長

老の姿はもはやなく、狂奔する信徒たちの群れとそれ

を遠巻きにする人々だけが描かれている。ドラクロワは

想像力の中で、この主題を深化させており、そこには人

間の激しい情念や狂気に対する画家の生来の噌好が

見て取れる。画面右下で地面に這いつくばるようにして

自らの腕に噛みついている人物は、デビュー作『ダン

テの小舟j(図2)の左端で、舟べりに噛みついている地

獄の亡者に似ている。そして画面中央で両脇を支えら

れている人物の目の白い斑点は、まさに狂人の目を思

わせる。

続いて1845年のサロンに出品された『近衛兵と重臣

に固まれてメクネスの宮殿を出るモロッコのスルタン、ム

ーレー・アブド・アッラフマーンj(図20)を見てみよう。フ

ランスの親善使節団とモロッコのスルタンの会見を描く

ことは、ドラクロワの受けたもっとも重要な使命で、あった。

会見は3月22日にようやく実現する。画家はそのスケッ

チ帳の中でその様子を次のようにメモしている(図23)0

この上にデ、ッサンした貧弱で、装飾もない円から、
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黒い服を着て先のとがった帽子をかぶった8人か

ら10人の兵士からなる分遣隊がいくつか、短い間

隔を置きながら出てきて、左右に整列した。それか

ら槍をもった2人の男が出てきた。それから王が私

たちの方へ進んできて、ご、く近くで、止まった。ルイ

=フィリッフ。と非常に似ている。もっと若い。濃い髭。

普通の褐色。上質のバーヌース[アラビア人の頭巾っ

き袖なし外套]で、前はほとんど閉じられている。その

上にはハイク[普通はアラブ人女性が頭から身を包む長方

形の布]が、胸の上部と、太腿と足のほとんど全体を

覆っている。右腕のまわりに、滅多に見かけない

青い絹糸で編んだ白い数珠。銀の鐙。後ろのない

黄色のサンダ、ル。ばら色と金色の馬具と鞍。馬は

灰色で、たてがみは短く刈られている。色の塗っ

ていない木の柄のついたパラソル。先端に小さな

金色の玉がついている。上部は赤で細かく仕切ら

れ、下部は赤と緑。

慣例的な挨拶に答え、通常よりも接見に長くとどま

った後で、 f皮はムクターノレ[スルタンの重臣の一人]に

フランス人の王の手紙を受け取るように命じ、自身

の居室のいくつかを見物させるとしづ未曾有の厚

遇を私たちに与えた。彼は私たちに別れの仕草を

した後で、手綱を取って向きを変え、 音楽とともに

右手の群衆のなかに消え去った41

ここにはスルタンの様子が、とりわけその服装と色彩

によって描写されている。ドラクロワはこの記憶に基づ

き、何枚かのデ、ッサンや油絵スケッチを残しているが、

そこには馬に乗って従者を従えたスルタンと、地面に

立ったシヤルル・ド・モルネー伯爵の会見が描かれてい

る(図24，25) 0 しかしすでに述べたように、完成作にお

いてはモルネー伯爵の姿は消えており、画面に西洋人

の姿は見られない。しカも画家がこの主題を油絵の大

作に仕上げるのは、ようやく1845年になってからのこと

である。『イリュストラシオン』紙にスルタンの肖像をもと

められて、何枚かのデッサンを渡した後、ドラクロワはそ

の年のサロンに、この油絵の大作 (384x 343cm)を出

品するのである。実際の会見から13年も後にこの絵が

制作されたのはなぜか。またサロン展での作品説明で

は「この絵は、作者が1832年3月に立ち会った謁見の

セレモニーを正確に再現している」と書いているにもか

かわらず、フランス親善使節団の姿が見られないのは

なぜだろうか。

そこには、この間の政治情勢の変化が関係している
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と思われる。すでに述べたように、 1832年から有力なア

ラブp人部族の首領で、あるアブド、ノレ=カーディルとフラン

ス軍の聞には小競り合いが続いていたが、 1837年には

アブ、ド、ル=カーデイルは、アルジエリア全土の3分の2を

支配下に収め、同年5月のタフナ条約で支配地域での

主権を認められた。しかし1839年にアブドル=カーデ、イ

ルが、同条約でフランス側の主権が認められていたマ

ザグランに侵攻したことをきっかけに、フランス軍は猛

攻を開始し、ついに1843年、オラース・ヴェルネの特大

絵巻『ドマール侯爵によるアブド、ル=カーデ、イルの移動

陣営の奪取(1843年5月16日)J](1845， 503 x 2871cm) 
に記録されたフランス側の勝利により、アブド、ル=カー

デ、イルはモロッコに撤退し、モロッコのスルタン、アブド・

アッラフマーンの庇護を取り付ける。1844年8月14日、

モロッコとアルジェリアの国境地帯のイスリー川で、フラ

ンス軍とモロッコ軍の聞に大規模な戦闘が発生。この

「イスリーの戦い」ではフランス軍が大勝利を収める。9

月10日、フランスとモロッコはタンジール条約を結び、

モロツコのスルタンはアブドノレ=カーディルへの支援を

撤回せざるを得なかったO この後、 1847年にアブドル=

カーディルはついに降伏し、フランスはアルジェリアを

制覇するに至る。

ドラクロワがこのスルタンの肖像に取りかかったのは、

イスリーの戦いの後であり、フランスがモロツコに対して

完全に優勢に立った時点においてで、あった。したがっ

てそこに描かれたのは、政治的事実から言えば確かに、

ノックリンが言うように「征服された敵の姿」だとし、うこと

になる。ここにモノレネー伯爵とその使節団を描き入れる

ことは、政治的にはすでに時代錯誤であり、また馬上

のスルタンと地面に立つモルネー伯爵の構図をドラクロ

ワは何度も下描きしているが、どのようにしてみても、フ

ランス側の優位を描くことは難しい。そこで側近に固ま

れて「メクネスの宮殿を出るモロッコのスノレタン」を描くこ

とで、あたカも居城を離れ、それを明け渡すかのような

印象を与えるこの構図を選んだのカも知れない。ノックリ

ンはスノレタンの側近の中には、「フランスと戦い破れた

指導者も含まれている」としづ。しかしそれによって「作

品は、フランスの力量を想起させるものとなっている42Jと

いうのは、やや短絡すぎる断定ではないだろうか。

この作品が1845年のサロンに展示された時、美術批

評家のテオフィル・トレは、その見事な色彩の調和を賛

美すると共に、スルタンの肖像に「静けさに満ちた高貴

な」姿を認め、ドラクロワは「簡素さの中における壮麗さ

と偉大さ」を達成したと述べている43 確かに馬上のス

62 

ルタンは威厳に満ちた気品ある様子で、周囲を取り囲

む重臣たちの白っぽい光の輪に取り巻かれているよう

である。この年のサロン評が美術批評家としてのデビュ

ー作となる24歳のボード、レールも、その「新しく、未知の、

繊細な、魅力的な色調の驚嘆すべき調和」を絶賛して

いる。ボードレールが強調するのは、その鮮やかな色

調が、その調和ゆえに、全体としてかえって黄昏めい

た灰色を醸し出しているとしづ逆説である。「このタブロ

ーは、色彩の輝かしさにもかかわらず、そのみごとな
アノレモニー

譜和のために、灰色に 自然のごとく灰色に 太

陽がおのおのの物体の上に震える挨の薄暮のようなもの

(comme un cr句usculede poussiere tremblante)を広げると

きの、夏の大気のごとく灰色に、見えるほどだ4¥J 

この薄暮のような挨の幕に含意されているのは、灼

熱の太陽がまさに傾こうとしている一個の落日の光景

ではないだろうか。ここに描かれているのが「征服され

た敵の姿」もしくは敗軍の将であるとすれば、その感は

ますます強くなる。スルタンの背後から頭上に差し伸べ

られた赤い裏地の日傘は、大きな落日のようでもあり45、

前景の重臣たちの影はかなり長く伸びて、左後方から

の強し、光線を示している。背後の堂々たる城壁は草む

して古代の遺跡のようである。ボードレール=ドラクロワ

の文脈では、このスルタンの肖像は芸術家の理想的精

神形態である「ダ、ンディ」の肖像に他ならない。『現代生

活の画家』に見出されるボード、レーノレによるダンディズ、

ムの定義の一端を引用しよう。

ダンデ、イズムとは類廃の諸時代における英雄性の

最後の輝きだ。そして旅行者が北米にもダンディ

の典型を見出したとしづ事実は、この考えをいささ

かも弱めるものではない。なぜなら私たちが野蛮

な種族と呼ぶものが、実は消え失せた大文明の残

片であると想定することをさまたげるものは何もな

し、からだ。ダンディズムとは一個の落日である。傾

く太陽さながら、壮麗で、熱を欠き、憂愁に満ち

ている46

強調しておかねばならないことは、ボードレーノレはド

ラクロワのうちに、このようなダンディズムの顕現を見出

していたということである。彼はドラクロワ論の集大成で

ある追悼論文『ウージェーヌ・ドラクロワの作品と生涯』

(1863)のなかで、次のように書いている。

[...... JE ・ドラクロワは、 天才の人で、あったにもか
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かわらず、あるいは、完全な天才の人で、あったが

ゆえに、大いにダンディぶりを示していた。[......] 

ペル一人かマレ一人めいたその顔色、大きくて黒

いが、注意を込めて瞬くせいで、小さく見え、光をじ

っくり味わっているかのような両の眼、房々として

艶のあるその髪、頑ななその額、意志の絶えざる

緊張が残酷な表情を伝えて、食いしばったその唇、

つまるところ彼の全身に、異国の出身ではなし、か

と思わせるところがあった。一度ならず私は、彼を

凝視しているうちに、メキシコのかつての君主たち、

犠牲を捧げるのに巧みなその手で、ただ1日のう

ちに3千人もの人間を〈太陽神〉のヒoラミツド

の上に屠ることが出来たあのモンテズズ、マや、あるい

は、この上もなく高貴ある祝典のただなかで、自ら

の眼の底に一種の満足させられぬ貧欲さ、説明し
ノスタノレジア

がたい郷愁を、未知の物どもへの追憶、哀惜の

ような何物かを湛えたインドの君主たちの誰やらを、

夢見ることがあったO 注目していただきたいのは、

ドラクロワのタブローの一般的な色彩もまた、東方

の風景や室内に固有の色彩に参与しているもの

であること、そしてそれは、光の果てしのない拡散

が、敏感な目にとっては、局所的色調の強烈さに

もかかわらず、ほとんど黄昏めいた全般の効果(un

resultat ge凶 ralquasi crepusculaire)を創り出すと

しづ、あの熱帯地方の国々で感じられる印象に似

通った印象を生み出すことである47

このテクストには、ドラクロワとダンディズム、その異国

的風貌と専制君主さながらの残虐と憂愁、さらにオリエ

ントの色彩とその独特の光の効果が結び、つけられてい

る。ボードレールはこの1863年のテクストで、強烈な色

彩が全体として黄昏めいた効果を生み出すという、

1845年にドラクロワの『モロツコのスルタン』に関して述

べたのとほとんど同じ色彩論を展開している。これらの

点から見て、ボード、レールは『モロツコのスルタン』の中

に、 一種のドラクロワの自画像を見出していると考えら

れるだろう。おそらくドラクロワ自身も、フランス使節団を

画面から除外することで歴史性を排除し、落日の英雄

的な光輝に包まれた異国の王者に自己の姿を投影した

のかもしれない。そこではフランスの政治的な優越性は

完全に背後に追いやられ、いわば敗者の威厳と高貴が、

美的に昇華された形で描出されていると言えよう。

『アルジェの女たち』についても同様の指摘ができる
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かもしれない。すでに見てきたように、この作品のなか

にフランスの植民地主義のイデオロギーを読みとること

は容易である。そこには豪者で、怠惰で、官能的なオリエ

ントがあり、無為で装飾的な女性たちは所有の欲望の

ために存在しているかのように思える。しかしドラクロワ

の絵画が他の凡庸なハーレム図像と異なるのは、色彩

表現の洗練もさることながら、この囚われの女性たちの

表情に漂う一種のメランコリックな諦念で、はないだろう

か。ボード、レーノレはドラクロワの最大の特質で、あり、彼

を「真の19世紀の画家」にしているのは、「彼の全作品

から発散しているあの特異で執劫な憂愁」であり、「そ

れは主題の選択により、人物の表情により、動作により、

また色彩の様式によって表現されている」と述べて、

『アノレジェの女たち』をその例のひとつに挙げている。

この憂愁は、彼のタブローとしては最も濡酒で最

も華やいた、『アルジェの女たち』の中にまで息づい

ている。憩いと沈黙に満ち、豪者な織物と細々し

た装身具でいっぱいの、この小室内詩は、何やら

知れぬ悪所めいた高い香りを発散させており、そ

れによってわれわれはたちまちのうちに、悲しみの

測り知られぬ冥府(les limbes insondes de la 

tristesse)の方へとみちびかれるのだ。一般に彼は

市奇麗な女性を描きはしないが、それはただし上流

社会人士の観点からしてである。ほとんどすべて

の女たちは病んでいて(malades)、一種の内面的

な美しさに(d'unecertaine beaute interieure)輝い

ている48

ボードレーノレは自らの韻文詩集を『悪の華JlLθS

Hω'15 du Malと名付けたが、フランス語のmalには「病

気」や「苦痛」の意味もあり、それは「病める花々」でもあ

ったO ボードレールにとっての「現代美」は必然的に「病

める美」であり、彼がドラクロワの女性表象に見出したの

は、そのような「現代性」で、あったO ボードレールは別の

論考で、ドラクロワの描く女たちを2種類に分けている。

一方は「理解しやすくJI豪華できわめて逗ししリ女性た

ちであるが、もう一方は彼が「内面性の女J(des femmes 

d'intimite)と名付ける女たちである。

彼女らは、偽装の奥底に埋めてしまうことの不可

能な、悲痛な秘密を自に宿しているかのようだ。彼

女らの蒼白さは、内なる闘争を啓示するもののよう

だ。その気品の存するところが罪の魅力にあろうと、
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あるいは聖徳の香りにあろうとも、その身振りが力

無くうなだれたものであろうと激しかろうと、心情あ

るいは精神を病むこれらの女たちは、その眼の中

に、熱病の鉛色あるいは彼女らの苦痛の異常で

奇異な微光を、その視線の中に、超自然主義の

強烈さをもっているのだ。

しかし常に、いずれにせよ、気品ある女たち、本質

的に気品ある女たちなのだ。そして最後に、すべ

てを一言で言うなら、ド、ラクロワ氏は現代の女性(la

femme moderne)、とりわけ、地獄的な意味にせよ

神的な意味にせよ、英雄的な姿をとって立ち現れ

る現代の女性を描くための天賦に最も恵まれた芸

術家であると思われる49

ボ、ード、レールは「心情あるいは精神を病む」ドラクロワ

の女性たちの中に、自らの美学を反映させ、「現代性」

の優れた表現形態を見出している。それはボードレー

ル自身を深くむしばんでいた 「憂愁」であり 、また
アンニュイ

「倦怠」で、もあっただ、ろう。ドラクロワ自身も、快活な社交

人の側面を持つ一方で、しばしば抑穆状態に陥ること

があったことは、『日記』や『書簡』に見られる500 ~アル

ジェの女たち』にはそのような画家の精神状態も投入さ

れているのではないだろうか。

以上、主要な3点の作品について検討してきたが、

オリエントを題材としたこれらの絵画においてドラクロワ

は、「他者」を「他者」として描くのではなく、パイロンや

スコットなどの外国文学の主題に想像力によって参入

するのと同様に、審美的・精神的な次元で主観的な参

入をおこなっている。彼は絵の中の人物たちに、自身

の「狂気」や「ダンデ、イズ、ム」や「倦怠」もしくは「憂愁」と

いった内面性を付与することで、ノックリンの言う「ピクチ

ヤレスク」を免れることができ、その作品には一種の普

遍性が獲得されていると言えるだろう。

『アノレジェの女たち』をはじめとするドラクロワのオリエ

ンタリズム絵画は、確かに19世紀のヨーロッパ白人男性

の大部分が共有する男性中心主義・植民地主義を免

れてはいなし、。現代のわれわれにとっては、そのような

意識的・無意識的な政治性を捨象して、絵画の自立性

や、その純粋な芸術性だけを問題にすることは不可能

であるように思われる。むしろ政治と芸術が互いに複雑

に絡み合っている状況のなかで、「近代」とし 1うものが

形成されてして過程をありのままに見つめることが必要

ではないのだろうか。
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図2 ドラクロワ『ダンテの小舟~ 1822， Paris， Musee du 

Louvre 

図 3 ドラクロワ『サルダナパロスの死~1827-28， Paris， 

Musee du Louvre 

図4 ドラクロワ『キオス島の虐殺~ 1824 ， Paris， Musee du 

Louvre 
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図1 ドラクロワ『アルジェの女たち~ 1832， Paris， Musee du Louvre 

図8 アング、ル『奴隷のいるオダリスク~ 1842， Baltimore， Walters 

Art Gallery 

図 9 ルノワール『アルジェの女~ 1870， Washington， National 
Gallery of Art 

図 11 マチス『赤いキュロットのオダリスク~ 1922， Paris， Musee 

national d' Art moderne， centre Georges Pompidou 
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図 14 ドラクロワ『アルジェの女たち~ 1847-49， 
Monpellier， Musee Fabre 

図15，16ドラクロワ nアルジェの女たち」のため
の習作~ 15-28 juin 1832 (Alger)， P町 is，Musee 
du Louvre， Departement des Arts graphiques 

図10ルノワール『ハーレム/アルジエリア風に
装ったパリの女たち~ Tokyo， The National 
Museum of Western Art 

図 12 ピカソ『アルジェの女たち~ 1955， New 
Y ork， Collection Mrs Victor Ganz 
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図20 ~モロツコのスルタン~ 1845， Toulouse， Musee des 
Augustins 

図24 ドラクロワ『モロツコのスルタン』素描 1832-1833，
Paris， Musee du Louvre， Departement des Arts graphiques 

図25ドラクロワ『モロツコのスルタン』油彩スケッチ
1832-1833， Dijon， Musee des Beaux-Arts 

66 

図 19 ~タンジールの痘筆信徒たち~ 1856-57， 
Toronto， Art Gallery of Ontario 

図6ドラクロワのスケッチ帳の一部 RF 1712 bis， fo1. 
24v， 25r， 25v et 26r， P訂 is，Musee du Louvre， 
Departement des Arts graphiques 

図23ドラクロワのスケッチ帳の一部 RF1712 bis，削.

19v et 20r， Paris， Musee du Louvre， Departement des 
Arts graphiques 
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図5ドラクロワ『民衆を導く「自由J~ 1830， Paris， Musee 
du Louvre 

図7 ドラクロワ『ミソロンギの廃櫨に立つギリシア~ 1826， 
Bordeaux， Musee des Beaux-Arts 

図13ドラクロワの北アフリカ旅行の行程
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図 17 ドラクロワ『モロツコのユダ、ヤ人の結婚式~ 1837-41， 
Paris， Musee du Louvre 

図21 ~メクネスの警備隊詰め所~ 1846， Wuppertal， von der 
Heydt-Museum 

図22 ~モロツコ人たちの軍事演習~ 1832， Monpellier， Musee 
Fabre 
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図 10，11， 12， 16， 17 Gerard-Georges Lemaire， L'，μlivers 

dθs orientaJistθs， Editions Place des Victoires， 2000 

図 6，15， 19， 23， 24， 25 Peter Rautmann， DeJacroix， 

Citadelles & Mazenod， 1997 

図 13，14， 21， 22 DeJacroix. Le Voyage au Maroc， Paris， 

Institut du Monde arabe， 1995 
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Donnez-moi un desert et faites-moi l' amputation de 

ce qui me reste d' amour-propre， je serai trop 

heureux dans ce monde.)) (1831年5月28日、ギュスタ

ーヴ・プラン、ンュへの手紙、 Lettrea Gustave Planche， 

op.cit.， p.283.) 

70 

-執筆者について

吉田典子(よしだ・のりこ)

奈良県に生まれる。京都大学文学部文学科フランス語フラン

ス文学専攻卒業。同大学大学院博士後期課程フランス語フ

ランス文学専攻単位取得退学。現在、神戸大学国際文化学

部教授。文学修士。フランス文学・フランス社会文化史・視覚

文化論専攻。

E-mail: ynoriko@kobe-u.ac.jp 


